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審査 の 結果 の 要旨

氏名 吉岡 直紀

本研究は , 人体の ボリ ュ
ー ム デ ー

タに つ い て の再構成法に 関する研究で ､
ベ ジ ェ 曲面を

応用 して ､ 従来の M P R
,
C P R の 欠点を克服 した

,
より複雑 な形状 の 曲面 の再構成に対応 で

き る新 し い画像再構成法 ( ベ ジ ェ 曲面再構成法) を開発 し , 側萄症 の診断 ､ お よ び
､ 腕神

経叢引き抜き損傷の 診断にお ける有用性を検討 したも の で あり ､ 以下 の結果 を得て い る ｡

1 ･
べ ジ ェ 曲面と は ､ 2 個 の媒介変数に よ っ て表現 され る パ ラメ トリ ッ ク曲面 で ､ 特 に 3 次

式で表現される 3 次 べ ジ ェ 曲面は ､ 四方の 4 点以外 に 1 2 点を指定する こ とでそ の形状

が定まる｡ 指定す る パ ラメ
ー

タが少な い割に月由度 の高い 曲面が描画でき る点 で優れて

お り
､ 単純な凸面 ､ 凹面以外 に捻れた曲面も描画でき る｡ 人体の ボリ ュ

ー ム デ ー タにお

い て ､ こ の ベ ジ ェ 曲面を複数連ねた形状を設定 し､ 細長い構造 に対応できる ように した

新 し い 画像再構 成法 を開発 し
､

べ ジ ェ 曲面再構 成法 B e zi e r s u rf a c e r e c o n st ru cti o n

( B S R) と名 づ けた ｡

2 . ポリウ レ タ ン か らな る板状素材を U 字状に轡曲させた フ ァ ン トム , お よび 同 一 素材で

捻れ を与えた フ ァ ン トム を作成 し
,

C T で撮像 してボリ ュ
ー ム デ ー

タを得た ｡ それぞれ

の形態に対応 した べ ジ ェ 再構成が適用でき るか検証 し､ 良好 な再構成画像を得た ｡ また ､

ポリ ビ ニ
ー ル 製の チ ュ

ー ブを側考症 の脊柱管 の ごとく立体的に屈曲させて C T で撮像 し､

ボリ ュ
ー ム デ ー

タ を得た｡ チ ュ
ー ブの壁に沿 っ た再構成ができるか検証 し

､
良好な再構

成画像を得た｡

3 . 上記 の結果をふま え､ 側考症患者 22 例にお い て C T の ボリ ュ
ー ム デ ー

タで B S R 画像を

作成 した｡ い ずれ の症例にお い ても ス キ ャ ン範囲内 の す べ て の 椎弓根の 断面 を 一

枚の 曲

面におさめ る こ とが できた .

-

症例 あた り画像 の作成時間は平均 4 .8 分で あ っ た. 診断

に用 い た B S R 画像枚数は平均 9 枚で
､ 従来の M P R ､ C P R 法で は ､ 軸状断像以外 に診

断に用 いた画像枚数は ､ 平均 4 9 枚で あ っ た ｡ 主観的評価と して ､
｢優れて い る｣ が 1 5

例､
r 同等｣ が 7 例 ､

r劣 っ て い る｣ の 評価 のも の は なか っ たo

4 . 腕神経叢引き抜き損傷 の患者 2 4 例にお い ても ､ 頚椎レ ベ ル の脊髄腔造影後 C T の ボリ

ュ
ー ムデ ー

タで B S R 画像を作成 した｡
いずれ の症例 におい ても ､

ス キ ャ ン範囲内 の ほ

ぼす べ て の神経根 の前根 を3 枚以内に ､ 後根も 3 枚以内 の 曲面にお さめ る こ とが で きた ｡

画像作成時間は ､
1 症例に つ き平均 6 . 3 分 (範囲 4 - 8 分) で あ っ た ｡ 診断に用 いた B S R



画像枚数は平均 1 2 枚である の に対 し､ 従来 の M P R
､
C P R 法で は

､ 平均 6 1 枚であ っ た ｡

主観的評価と して ､
｢優れて い る｣ が 1 6 例 ､

｢ 同等｣ が 7 例 ､
｢劣 っ て い る｣ が 1 例で あ

っ た｡

以上 ､ 本論文 は ､ ボリ ュ
ー ム デ ー

タ の従来の再構成法で ある M P R や C P R の欠点の い く

つ か を克服 し
､ 捻れ の ある脊柱や､ 屈曲 して走行する神経根にも対応できる B S R 法 を開発

して ､ 側琴症や腕神経叢の ボリ ュ
ー ム C T における臨床的有用性 を明らか に した ｡ 本研究に

より開発され た B S R 法は ､ 脊椎脊髄領域のみ ならず ､ 脈管､ 消化管な どさまざまな構造に

応用 できる可能性 をもち ､
ボリ ュ

ー ムデ ー

タ を用 い る画像診断全体に重要な貢献をなす と

考えられ ､ 学位の授与 に値す るもの と考えられた




